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●一般
○外国人が必ず聞いてくるニッポンの不思議８８（著者／石井隆之）
○ANAの本（編／誠文堂新光社）
○理系に学ぶ。（著者／川村元気）
○純情必死剣からたけ割り（著者／池永陽）
○ブラックバイト（著者／今野晴貴）
○子どもは４００００回質問する（著者／イアン・レズリー）
○「暮らしの手帖」をつくった男（著者／船瀬俊介）
○若様とロマン（著者／畠中恵）
○ツバキ文具店（著者／小川糸）

●子ども
○旅のお供はしゃれこうべ（作／泉田もと）
○菜の子ちゃんとカッパ石（作／富安陽子）
○はやたろう（文／堀切リエ）
○ぜんぶわかる！イネ（著／内山りゅう）
○むかし日本狼がいた（文・絵／菊池日出夫）
○こどもがたのしくつくる　はじめてのこうさく（著／山崎joseph勇）
○ミュージアムにスフィンクスがやってきた（さく／ジェシー・ハートランド）
○草刈りをするハチ（さく＋写真／須田貢正）
○すばこ（文／キム・ファン）

ゼロの激震
　金精峠の土砂崩れ、足尾町住
民の大量死、富岡の大火災…。
関東で頻発する大災害は序章に
過ぎなかった。
　迫り来る巨大マグマ。関東消
滅の危機。地球規模の危機に技
術者たちが挑むパニック・サス
ペンス巨編。

安生正／宝島社

このあとどうしちゃおう
　おじいちゃんは、しぬのがこ
わかったのかな。たのしみだっ
たのかな。しんだおじいちゃん
のノートをひらいてみると…。
　死んだあとのこと、生きてい
る間に考えてみよう。
　ヨシタケシンスケの発想えほ
ん第３弾。
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